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○ 

請
願
・陳
情 

    

放
射
性
物
質
を
含
む 

焼
却
灰
も
該
当 

当
市
と
隣
接
す
る
宮
田
村
大
久
保
地

籍
に
放
射
性
物
質
を
含
む
焼
却
灰
、
飛

灰
、
汚
泥
を
含
む
一
般
廃
棄
物
と
産
業

廃
棄
物
を
埋
め
立
て
る
最
終
処
分
場
建

設
計
画
が
持
ち
上
が
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 

建
設
計
画
の
概
要 

◇
事
業
者
は:

南
箕
輪
村 

（株
）ハ
ク
ト
ー
ト
ー
タ
ル
サ
ー
ビ
ス 

◇
建
設
予
定
地:

宮
田
村
大
久
保 

旧
石
産
工
業
の
跡
地
、 

当
市
と
は
川
を
挟
ん
で
下
平
、東
伊
那
、 

町
４
区
か
ら
半
径
一
キ
ロ
以
内
に
隣
接
。 

◇
事
業
目
的:

一
般
廃
棄
物
、不
燃
物 

（
埋
め
立
て
基
準
以
下
の
放
射
性
物
質
を
含
む
）、

産
業
廃
棄
物
、燃
え
殻
、汚
泥
等
。 

◇
処
理
能
力: 

埋
立
面
積
８
、１
６
０
㎡ 

 
 

 

埋
立
容
量 

 

１
２
２
、４
０
０
㎥ 

 
 

埋
め
立
て
期
間:

１０
年
と
す
る 

◇
建
設
工
法:

約
１０
メ
ー
ト
ル
掘
り
下
げ 

 

地
上
高
５
ｍ
の
擁
壁
の
設
置
等 

◇
稼
働
予
定:

平
成
３２
年
度
中 

 

 
 

 

         
 

放
射
能
・ 

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
汚
染
は 

原
発
事
故
後
、
国
は
放
射
能
物
質
を

処
理
す
る
際
の
基
準
値
を
大
幅
に
緩
和

し
て
い
ま
す
。
１
０
０
ベ
ク
レ
ル 

→
８
０
０
０
ベ
ク
レ
ル 

汚
染
廃
棄
物
の
処
理
に
困
っ
た
政
府

に
よ
る
基
準
緩
和
は
、
私
た
ち
の
健
康

や
農
産
物
へ
の
影
響
に
本
当
に
責
任
が

持
て
る
値
な
の
か
？ 

ま
た
日
々
基
準
以
下
だ
と
さ
れ
、
運

び
込
ま
れ
る
放
射
性
物
質
の
信
頼
性
へ

の
懸
念
や
、
最
終
処
分
に
よ
っ
て
、
蓄
積

濃
縮
さ
れ
こ
と
で
汚
染
濃
度
の
拡
大
も

心
配
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
汚
染
も
し
か
り
で
す
。 

 天
竜
川
下
流
域
の 

広
範
囲
な
汚
染
も
懸
念 

建
設
予
定
地
付
近
一
帯
は
、
元
は
河

原
で
砂
や
小
石
が
多
く
、
地
下
に
は
流

れ
の
強
い
地
下
水
が
縦
横
に
流
れ
て
い

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
の
た
め
汚
染
を
遮
断
す
る
粘
土
層

が
無
い
地
層
環
境
の
た
め
、
い
っ
た
ん
汚

染
さ
れ
た
ら
、
建
設
予
定
地
周
辺
に
留

ま
ら
ず
、
天
竜
川
下
流
域
な
ど
広
範
囲

に
広
が
る
被
害
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。 

 

「駒
ヶ
根 

水
と
命
を
守
る
会
」 

設
立
を
確
認 

最
終
処
分
場
建
設
を
め
ぐ
り
、
去
る

１１
月
１７
日
に
下
平
区
を
発
起
人
と
す

る
「
駒
ヶ
根

 

水
と
命
を
守
る
会
」
の
設

立
総
会
が
行
わ
れ
、
関
係
す
る
東
伊
那

区
、
町
４
区
、
中
沢
区
な
ど
の
住
民
の
参

加
に
よ
り
「
建
設
中
止
」
を
目
的
と
し
た

「
会
」
の
設
立
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

設
立
事
項 

◇
会
の
名
称:

「
駒
ヶ
根 

水
と
命
を
守
る
会
」 

◇
役
員
構
成:

中
坪
宏
明
会
長
他
６
名
の
役
員 

 

（各
区
の
区
長
、事
務
局
長
）と
顧
問
、相
談
役 

◇
会
則: 

目
的
は
建
設
中
止
を
柱
に 

◇
今
後
の
取
り
組
み 

 

・学
習
会
の
開
催 

 

・署
名
活
動 

賛
同
者
を
広
げ
る 

 

・要
請
行
動 

駒
ヶ
根
市
と
市
議
会
に 

◇
他
予
算
、活
動
状
況
の
発
信
に
つ
い
て 

等
提
案
さ
れ
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

駒
ヶ
根
カ
ン
ト
リ
ー 

 

太
陽
光
発
電
事
業
に
つ
い
て 

 

駒
ケ
根
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
計
画
さ

れ
て
い
る
太
陽
光
発
電
所
事
業
に
つ
い
て
、

事
業
者
で
あ
る
サ
ン
エ
ジ
ソ
ン
ジ
ャ
パ
ン

（
株
）よ
り
市
へ
の
協
議
、
市
長
へ
の
説
明
、

ま
た
、
関
係
す
る
地
元
説
明
会
に
て
ゴ
ル

フ
場
土
地
等
の
条
件
付
き
売
買
契
約
を
締

結
し
発
電
事
業
を
行
い
た
い
と
の
説
明
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

◇
サ
ン
エ
ジ
ソ
ン
ジ
ャ
パ
ン
（株
）と
は
‥ 

 

太
陽
光
発
電
サ
ー
ビ
ス
の
世
界
的
大
手

（
サ
ン
エ
ジ
ソ
ン
）が
日
本
の
全
量
買
取
制

度
開
始
に
よ
り
日
本
へ
本
格
参
入
し
た
企

業
。 

◇
事
業
規
模 

・事
業
規
模:

３３
メ
ガ
ワ
ッ
ト 

◇
設
置
面
積: 

                      

 

ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
部
分
の
４０
～
５０

ha 

◇
送
電
計
画:

ル
ー
ト 

 

ゴ
ル
フ
場
→
林
道
宮
沢
峠
→
中
沢
原
自

治
組
合
内
の
市
道
→
県
道
駒
・長
谷
線
（
一

部
旧
道
経
由
）
→
飯
坂
東
地
区
の
変
電
所 

◇
工
事
方
法 

９
ｍ
及
び
６
ｍ
／
Ｈ
の
電
柱 

設
置
、他
地
下
埋
設
も
含
め
提
案
調
整 

◇
工
期 

本
体
・送
電
線
含
め
約
一
年 

◇
地
元
の
反
応
は:

 
 

・駒
カ
ン
の
今
ま
で
の
経
過
か
ら
、
信

頼
が
お
け
る
業
者
と
い
う
こ
と
な
ら
安

心
、
前
向
き
に
進
め
て
は
と
の
意
見
が

あ
る
（大
曽
倉
な
ど
）。
… 

一
方
で
‥ 

・集
落
の
生
活
道
路
や
民
地
の
上
空
に

電
柱
が
建
ち
、
送
電
線
が
架
か
る
こ
と

に
よ
る
景
観
悪
化
の
反
発
や
、
埋
設
に

し
ろ
架
空
に
し
ろ
電
磁
波
に
よ
る
影
響

に
不
安
を
訴
え
る
反
対
の
意
見
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
（
原
住
民
・原
１
常
会
） 

 

     
 

 
 

            

１
２
月
議
会
開
会 

 

平
成
２７
年
度
第
５
回
定
例
会
（
１２
月

議
会
）は
、
１２
月
１７
日
迄
の
22
日
間
で
行

わ
れ
、
人
事
１
件
、
専
決
処
分
１
件
、
条
例

８
件
、補
正
予
算
５
件
、
事
件
３
件
の
計
１８

件
の
審
議
案
件
と
、
請
願
１
件
・陳
情
９
件

が
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
内
、
地
方
創
生
先
行
型
交
付
金
を

柱
と
す
る
補
正
や
、
国
保
特
別
会
計
で
は
、

深
刻
化
す
る
保
険
財
政
に
対
す
る
法
定
外

の
繰
り
入
れ
追
加
な
ど
の
重
要
案
件
が
審

議
さ
れ
ま
す
。 

 

請
願
・陳
情
で
は
、
宮
田
村
の
廃
棄
物
最

終
処
分
場
の
計
画
中
止
を
求
め
る
「
豊
か

で
優
れ
た
自
然
環
境
や
水
資
源
を
将
来
に

亘
っ
て
守
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
の
採

択
を
求
め
る
請
願
書
」
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
反

対
し
情
報
公
開
と
国
会
審
議
の
徹
底
を

求
め
る
陳
情
な
ど
が
審
査
さ
れ
ま
す
。  

※
裏
面
に
共
産
党
会
派
、予
算
要
望
全
文
→ 

 
 
 

  

№1350 

2015.12.6 

日本共産党 

駒ヶ根市委員会 

℡ 83-2969 

当
市
と
隣
接
す
る
（下
平
・東
伊
那
・町
４
区
か
ら
１
㎞
以
内
） 

宮
田
村
大
久
保
の
「
最
終
処
分
場
建
設
計
画
」 

「廃
棄
物
最
終
処
分
場
計
画
」が 

一
般
廃
棄
物
・産
業
廃
棄
物 

 

１２月議会 日本共産党議員の一般質問  
 

◇ 竹村ほまれ議員 
  １２月 ８日（火）４番目 午後２時頃 

①  宮田村廃棄物最終処分場建設計画への対応は 

②  再生エネルギー業者参入による市の基本スタ   

ンスは 

③  人にやさしい道路整備の推進のもと、 

中沢小学校南側市道の整備を 

④ 特別支援が必要な子どもたちの増加への対応は 

 

◇ 坂本やすひこ議員  
１２月 8 日（火）５番目 午後３時頃 

①  医療・介護、包括支援センターと市総合事業 

の今後の施策は 

②  職員地区担当制は、活躍できる環境の整備を 

③  地域公共交通計画は、地域の声を主体に策定を 

 
※12 月議会は 12 人が通告し、12 月 7 日（月）～8 日（火）

まで議場にて行なわれます。多くの傍聴をお待ちしています。 

  

い 
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共
産
党
会
派
予
算
要
望 

共
産
党
会
派
予
算
要
望 

 
 
 

駒
ケ
根
市
長 

杉
本
幸
治
殿 

平
成
２
８
年
度
予
算 

及
び 

施
策
に
つ
い
て
の
申
し
入
れ 

２
０
１
５
年
１１
月
２５
日 

 

日
本
共
産
党
駒
ヶ
根
市
委
員
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日
本
共
産
党
駒
ヶ
根
市
議 

 
 

・
坂
本 

裕
彦 

・
竹
村 
誉 

  

安
倍
晋
三
政
権
は
、
安
保
関
連
法(

戦

争
法)

を
、
説
明
責
任
を
果
た
さ
ず
、
国
民

の
多
く
の
反
対
を
押
し
切
り
成
立
さ
せ
、

憲
法
解
釈
を
一
内
閣
の
専
断
で
覆
す
と
い

う
立
憲
主
義
を
乱
暴
に
破
壊
す
る
も
の
で

し
た
。 

 

さ
ら
に
国
会
決
議
に
違
反
し
て
Ｔ
Ｐ
Ｐ

大
筋
合
意
を
す
る
な
ど
暴
走
政
治
を
繰
り

広
げ
、
国
民
と
の
矛
盾
は
拡
大
し
て
い
ま

す
。 

 

地
方
創
生
と
い
い
な
が
ら
、
地
方
を
衰

退
さ
せ
る
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
、
地
方
経
済

や
圧
倒
的
多
数
の
中
小
企
業
・
零
細
企
業

に
効
果
が
及
ば
ず
、
む
し
ろ
格
差
を
増
大

さ
せ
て
日
本
経
済
の
好
循
環
を
も
た
ら
す

こ
と
が
で
き
な
い
現
状
で
す
。
市
内
で
も
、

非
正
規
雇
用
労
働
者
の
増
大
、
正
規
労
働

者
も
所
得
が
増
え
る
状
況
に
な
っ
て
い
ま

せ
ん
。
医
療
・
介
護
も
相
次
ぐ
法
の
改
悪

で
利
用
者
も
施
設
も
今
ま
で
の
よ
う
な
施

策
の
利
用
や
存
続
が
、
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま

す
。 

 

こ
の
よ
う
な
中
で
編
成
さ
れ
る
新
年
度

駒
ケ
根
市
予
算
は
、
駒
ケ
根
市
総
合
戦
略

の
実
施
が
始
ま
る
予
算
で
も
あ
り
、
何
よ

り
も
現
状
の
閉
塞
感
を
打
ち
破
り
、
市
民

が
希
望
の
持
て
る
も
の
に
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。 

 

よ
り
い
っ
そ
う
市
民
の
切
実
な
願
い
を

最
優
先
し
、
市
民
の
暮
ら
し
と
福
祉
の
充

実
を
は
か
る
も
の
と
成
る
こ
と
を
願
っ
て
、

以
下
の
項
目
を
予
算
編
成
に
反
映
さ
れ
る

よ
う
要
望
し
ま
す
。 

 

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て
の
要
請 

１
、
安
全
保
障
関
連
法(

戦
争
法)

の
制 

定
は
、
憲
法
と
国
会
の
ル
ー
ル
だ
け 

で
な
く
、
広
範
な
国
民
の
反
対
の
声 

 

を
踏
み
に
じ
っ
た
許
し
が
た
い
暴
挙 

で
す
。
憲
法
の
平
和
主
義
、
立
憲
主 

義
、
民
主
主
義
の
た
め
、
地
方
自
治 

 

体
と
し
て
も
危
機
感
を
も
っ
て
廃
止 

の
意
思
を
国
に
働
き
か
け
て
下
さ
い
。 

２
、
憲
法
９
条
を
じ
ゅ
う
り
ん
し
て
、 

海
外
で
戦
争
す
る
国
へ
と
、
日
本
を 

つ
く
り
か
え
る
違
憲
立
法
が
戦
争
法 

 

で
す
。
今
こ
そ
立
憲
主
義
の
回
復
で
、 

平
和
と
民
主
主
義
、
憲
法
に
基
づ
く 

政
治
姿
勢
を
堅
持
さ
れ
た
い
。 

 
 

沖
縄
の
基
地
移
転
は
、
民
意
に
反 

し
て
強
引
な
手
法
で
進
め
ら
れ
て
お 

り
民
意
に
沿
っ
た
対
応
を
求
め
る
と 

 

と
も
に
、
本
土
で
の
オ
ス
プ
レ
イ
の 

基
地
配
備
と
飛
行
訓
練
が
長
野
県
自 

治
体
に
も
影
響
を
あ
た
え
て
い
ま
す
。 

住
民
生
活
を
脅
か
す
飛
行
訓
練
に
抗 

議
の
姿
勢
を
要
請
し
ま
す
。 

３
、
原
発
再
稼
働
が
始
ま
り
つ
つ
あ
り 

ま
す
。
事
故
に
な
れ
ば
取
返
し
の
つ 

か
な
い
原
子
力
発
電
で
は
な
く
、
再 

 

生
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
国
に
働 

き
か
け
る
と
と
も
に
、
市
と
し
て
、 

小
水
力
発
電
、
バ
イ
オ
マ
ス
の
普
及 

 

を
強
め
ら
れ
た
い
。 

４
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
は
、
国
会
決
議 

に
反
し
、
日
本
の
食
糧
生
産
基
盤
を 

壊
し
多
く
の
国
益
を
損
な
う
懸
念
が 

さ
れ
ま
す
。
国
に
抗
議
し
国
会
批
准 

阻
止
の
働
き
か
け
を
強
め
て
下
さ
い
。 

又
、
駒
ヶ
根
市
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、 

情
報
収
集
と
公
開
を
行
っ
て
下
さ
い
。 

５
、
消
費
税
１
０
％
増
税
は
、
国
民
の
購

買
力
を
更
に
低
下
さ
せ
、
景
気
低
迷
に

拍
車
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま 

 

す
。
市
民
生
活
を
守
る
た
め
に
も
更 

な
る
増
税
に
は
反
対
し
て
下
さ
い
。 

６
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
建
設
は
、
日 

本
自
然
保
護
協
会
等
関
係
者
か
ら
も 

環
境
影
響
評
価
へ
の
厳
し
い
指
摘
も 

 

さ
れ
、
ト
ン
ネ
ル
採
掘
の
残
土
処
理 

や
車
両
通
行
に
も
生
活
環
境
に
及
ぼ 

す
不
安
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

安
易
な
人
口
流
入
へ
の
期
待
だ
け
で 

突
き
進
む
の
で
は
な
く
、
影
響
評
価 

へ
の
慎
重
な
検
討
を
重
ね
、
撤
退
も 

視
野
に
入
れ
た
立
場
で
対
応
し
て
下 

さ
い
。 

７
、
財
政
の
将
来
負
担
比
率1

7
9

.2
%

 

は
今
後
の
大
き
な
課
題
で
す
。 

３
セ
ク
債
や
広
域
行
政
の
繰
入
金
の 

増
大
が
今
後
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、 

長
期
的
、
計
画
的
な
財
政
運
営
を
し 

な
が
ら
、
過
大
な
公
共
投
資
と
な
ら 

な
い
施
策
の
展
開
を
求
め
ま
す
。 

個
別
項
目
の
要
請 

８
、
子
ど
も
医
療
費
無
料
化
の
高
校
卒 

業
ま
で
の
拡
充
や
、
窓
口
で
の
無
料 

化
（
償
還
払
い
で
は
な
い
）
、
保
育
料 

軽
減
策
の
拡
充
等
、
子
育
て
支
援
の 

充
実
は
駒
ケ
根
市
で
産
み
育
て
定
住 

す
る
環
境
を
育
む
た
め
に
は
急
務
す
。 

保
育
料
・
給
食
費
無
料
化
を
め
ざ
し
、 

保
育
料
の
第
２
子
半
額
、
第
３
子
無
料 

な
ど
の
思
い
切
っ
た
施
策
を
実
現
し 

て
下
さ
い
。 

 

９
、
新
東
中
学
校
の
建
設
問
題
は
、
地 

域
と
財
政
、
防
災
の
問
題
か
ら
も
改
め

て
再
検
討
を
。 

 

教
師
が
安
心
し
て
係
れ
る
環
境
を 

充
実
さ
せ
、
義
務
教
育
保
護
者
負
担 

金
の
軽
減
を
。 

10
、
昭
和
伊
南
総
合
病
院
は
、
地
域
の 

基
幹
病
院
と
し
て
、
地
域
住
民
の
診 

療
に
応
え
る
医
師
の
確
保
を
は
か
り
、 

産
婦
人
科
、
小
児
科
、
整
形
外
科
な 

ど
、
診
療
体
制
の
強
化
、
病
床
数
の 

確
保
に
力
を
注
が
れ
た
い
。 

 
 

国
保
・
介
護
保
険
料
軽
減
の
た
め 

に
法
定
外
繰
り
入
れ
の
実
施
な
ど
保 

険
料
の
負
担
を
上
げ
な
い
よ
う
に
取 

り
組
ま
れ
た
い
。 

11
、
介
護
保
険
か
ら
要
支
援
者
を
外
す
な 

ど
、
困
難
な
中
で
介
護
を
強
い
ら
れ
て 

い
る
世
帯
へ
の
、
冷
た
い
介
護
制
度
の 

改
悪
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
市
の
総
合 

事
業
に
な
る
施
策
と
、
サ
ー
ビ
ス
の
低 

下
や
、
介
護
難
民
が
生
ま
れ
な
い
よ
う 

力
を
尽
く
さ
れ
た
い
。 

12
、
低
所
得
者
、
身
心
障
が
い
者
、
生
活 

保
護
世
帯
な
ど
、
社
会
的
に
弱
い
立
場 

の
方
々
の
支
援
策
の
充
実
な
ど
、
市
民 

に
優
し
い
施
政
運
営
を
図
ら
れ
た
い
。 

13
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
は
、
近 

年
は
毎
年
実
施
さ
れ
、
市
内
業
者
や
市 

民
か
ら
喜
ば
れ
て
い
る
。
平
成
28
年
度 

も
同
様
に
実
施
し
、
年
度
当
初
か
ら
実 

現
出
来
る
よ
う
願
い
た
い
。 

14
、
市
内
農
業
に
困
難
を
も
た
ら
す
、
米

の
生
産
調
整
と
交
付
金
の
廃
止
方
針

は
、
国
の
関
与
を
後
退
さ
せ
る
も
の
で

す
。
国
に
自
給
率
向
上
に
責
任
を
果
た

す
様
、
働
き
か
け
て
く
だ
さ
い
。 

 
さ
ら
に
地
産
地
消
、
振
興
作
物
や
林

業
の
将
来
性
を
さ
ぐ
り
、
６
次
産
業
の

振
興
に
力
を
注
が
れ
た
い
。 

15
、
市
内
企
業
、
地
域
産
業
の
活
力
を
引 

き
出
す
施
策
と
、
優
れ
た
景
観
を
生
か 

し
た
観
光
振
興
の
推
進
に
努
め
、
市
内 

事
業
者
や
働
く
も
の
が
元
気
に
な
る 

市
政
運
営
を
図
ら
れ
た
い
。 

 
 

自
然
・
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
小
水
力 

発
電
や
バ
イ
オ
マ
ス
等
地
域
資
源
を 

活
か
し
た
産
業
振
興
を
図
ら
れ
た
い
。 

16
、
次
期
地
域
公
共
交
通
計
画
の
策
定
に 

あ
た
っ
て
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と
と 

も
に
、
地
域
の
事
情
に
あ
わ
せ
て
、
運 

行
形
態
や
ル
ー
ト
、
時
間
、
運
賃
を
、 

住
民
が
積
極
的
に
関
与
し
、
地
域
が
主 

体
的
に
実
施
で
き
る
方
法
を
取
り
入 

れ
進
め
ら
れ
た
い
。 

17
、
地
域
防
災
計
画
は
、
東
日
本
大
震
災 

以
来
何
回
か
修
正
さ
れ
て
い
ま
す
が
、 

防
災
訓
練
や
避
難
所
の
周
知
徹
底
が 

住
民
に
ま
だ
ま
だ
理
解
さ
れ
な
い
状 

況
が
見
受
け
ら
れ
る
の
で
、
地
域
住
民 

と
の
意
識
の
共
有
向
上
に
努
め
ら
れ 

た
い
。
地
震
、
豪
雨
水
害
、
土
砂
災
害
、 

豪
雪
対
策
の
自
主
防
災
会
と
の
連
携 

を
強
め
ら
れ
た
い
。 

18
、
環
境
対
策
は
、
太
陽
光
発
電
が
急
速 

に
設
置
さ
れ
て
き
て
お
り
住
民
と
の 

合
意
形
成
、
生
ご
み
処
理
、
分
別
の
徹 

底
に
よ
る
資
源
化
の
向
上
な
ど
、
人
と 

自
然
に
や
さ
し
い
環
境
対
策
を
進
め 

ら
れ
た
い
。 

19
、
宮
田
村
に
計
画
さ
れ
て
い
る
危
険
な 

 
 

廃
棄
物
処
分
場
建
設
は
、
住
民
の
生
活 

と
農
業
に
大
き
な
支
障
を
き
た
す
。 

施
設
設
置
に
は
市
内
環
境
を
守
る
立
場 

か
ら
断
固
反
対
さ
れ
た
い
。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 


